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笑楽豚工房 

鈴木さんのこだわりは、素材を徹底的に吟味した自家配合飼料です。輸入トウモロコシは使用

せず、地元で発生するパンなどの製品ロスや食品残さを調達して独自に配合し、日本人が好む豚

肉のおいしさを追求しています。特に、おいしさの指標となる不飽和脂肪酸については、定期的

に分析を行って組成をチェックするほどです。また、鈴木さんが飼育する豚は、愛知県が開発し

た３品種の系統豚を交配した三元豚（さんげんとん）。生産された豚肉（自社ブランド「田原ポー

ク」）は消費者から高い評価を得ています。「地元の品種を地元の飼料で育てて、おいしい地元産

の豚肉を消費者に届けることが、日本の食文化を守っていくことにつながる。これこそが、日本

における養豚農家の存在意義。」と熱く語っていただきました。 

 

 

 

平成 21 年３月に「道の駅 赤羽根ロコステーション」がオープ

ンしました。この中に、鈴木さんが代表取締役を務める販売会社

㈱Ｇ・ファームの直営店「笑楽豚工房」があります。「田原ポーク」 

を始め、その加工品（ハム、ソーセージなど）を販売し、人気を

博しています。 

鈴木さんに「笑楽豚工房」開業の経緯をお伺いすると、予想外の答えが返ってきました。当時、

６次産業化に取り組む気は全くなかったとのことなのです。鈴木さんが「笑楽豚工房」を開業す

るきっかけとなったのは、オープン１か月前に道の駅を訪れたときのことでした。鈴木さんは１

区画だけ空いているスペースを目にします。予定していた業者が撤退してしまったのです。見か

ねた鈴木さんは知り合いの肉屋などに声をかけて回りましたが、急な話で誰も引き受けてはくれ

ません。そこで、鈴木さんは一念発起します。「オープン時に空いているスペースがあるのは、

地元にとってマイナスにしかならない。」との強い思いから、自らが引き受けることに決めたの

です。残された期間は２週間余りとなっていました。「施設・設備、雇用、商品など、やらなけ

ればいけないことだらけだった。なんとかオープンには間に合わせることができたが、当日は

ぶっつけ本番だった。」と振り返る鈴木さん。地元を想う熱い気持ちと懐の深さを感じました。 

 

 

 

「三河地域は全国でも有数の養豚産地なのに知名度が低い。豚

肉の本当のおいしさを積極的に情報発信することが必要。」と考え

た鈴木さんは、生産者だけでなく養豚業界全体を巻き込んで、平

成 23 年に「三河トコ豚極め隊」を結成します。「消費者第一の肉

づくり」、「地域に根ざした畜産」、「持続的な経営」をトコトン極

めるため、イベント開催による消費者交流や隊員間の情報交換に

より、養豚の地位向上に努めています。 

最後に今後の展望を伺うと、「現在、バイオガス発電施設を建設

中で、食品残さを利用して豚を生産し、排出されたふん尿からエコなエネルギーを生み出すとい

う循環型農業を実現したい。さらに、発電の余剰熱を有効に利用して、野菜や果樹の生産にも取

り組み、豚肉を中心とした食材のコラボにより、日本一の農業王国・田原の地域興しに貢献して

いきたい。」と力強く語ってくださいました。 
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